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要旨：福島第一原発事故により放射能汚染した約30年生のコシアブラ１個体のバイオマスとセシウム133（133Cs），セシウ

ム137（137Cs）の濃度と現存量を破壊調査した。バイオマスの約１割が枝葉，７割が幹，２割が根にあった。133Csと 137Cs

はいずれも現存量の２割が枝葉，６割が幹，２割が根に存在した。また，濃度は根＞幹≒枝で，外樹皮＞内樹皮＞材であっ

た。部位間で比べると，133Csと 137Cs の濃度は概ね正の相関関係にあった。細かく見ると，137Cs/133Cs濃度比は，事故時

に存在した幹と枝の外樹皮ではリターなみに大きく，137Csが事故後に転流によりもたらされたと考えられる葉，当年枝の

外樹皮と材，事故前からの幹心材，根の皮や材では小さかった。133Cs濃度も外樹皮，内樹皮，材の順に下がるので，外樹

皮に付着した 137Csが表面吸収されて髄方向に拡散し，内樹皮や材の濃度を上昇させているのではない可能性がある。今

後，生態系内での平衡に向けて 137Csの移行が進むにしたがい，根や葉の 137Cs/133Cs濃度比が大きくなり，137Cs濃度が上

昇していく可能性もある。 
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Ⅰ はじめに 

自然物のセシウム 133（133Cs）と異なり，福島第一原

子力発電所事故により野外に放出されたセシウム 137

（137Cs）は生態系内でまだ平衡に達していない。植物体

内における 133Cs と 137Cs の挙動が同様であるならば，

133Cs の分布や代謝から 137Cs の将来を推定できるであ

ろう。そこで，福島県のコシアブラ（Chengiopanax 

sciadophylloides）１個体について破壊調査を行ってバ

イオマスと 133Cs，137Cs の濃度と現存量を調べた。 

なお，同じ林分の別のコシアブラ２個体，只見町の６

個体で同様の破壊調査を一連のものとして行っている。

ここでは，解析が終了した１個体の結果を速報する。 

  

Ⅱ 調査地と調査方法 

福島県双葉郡川内村（磐城森林管理署岡山国有林）の

アカマツ人工林（47年生，標高約 670m，空間線量率 0.87

μSv h-1）に生育するコシアブラ（落葉広葉樹）１個体を

2015 年５月に選び，調査木とした。３本の幹からなる株

立ち木で，断面積合計から単幹とみなしたとき DBH は

25 cm，地上高 0.5 m の幹齢は 26～33 年であった。2015

年５月（展葉が進んでいた），７月，９月に当年枝葉，近

接する別個体から９月に根の検体を採取した。11月に幹

を伐倒し，部位を分けて（図－１）検体を採り，地上部

については部位ごとに個体量と検体量との比を使って各

部位のバイオマスを求めた。葉はほぼ黄葉していた。事

故後の部位（当年，１年以上）では幹と枝を分けなかっ

た。根バイオマスは地上部バイオマスの 26％（１）と仮

定した。７月に樹下のリター（0.0625 m2）と表層５㎝深

の土壌（0.002 m2）を採取した。 

 

図－１. 切り分けた部位 

検体の 133Cs 濃度は，硝酸+過塩素酸で前処理した試料

を ICP-MS（iCAPQc， Thermo 社製）で測定した（環

境リサーチ株式会社）。137Cs 濃度は，ガンマ線スペクト

ロメトリー（同軸型ゲルマニウム半導体検出器
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GEM40P4-76；セイコー・イージーアンドジ―株式会社

製）により森林総合研究所で測定した。減衰補正の基準

日は 2015 年９月１日とした。 

 

Ⅲ 結果と考察 

1．葉の 133Cs，137Cs 濃度の季節変化 春から秋にか

けて葉 133Cs 濃度に特段の傾向はなかった。137Cs 濃度は

上昇傾向であった（図－２）。５月の検体は展葉が進んで

おり，新芽はより高濃度であったかも知れない。 

 

図－２. 葉の 133Cs，137Cs 濃度の季節変化 

５月は新芽，７，９月は緑葉，11月は黄葉を検体とした。（７

月の 133Cs は未測定） 

2．個体バイオマス 個体バイオマスは 212.4 kg であ

った。葉が１％，事故後枝が２％，事故前枝が 10％を占

めた。幹が約７割，根が２割を占めた。 

3．133Cs ，137Cs の現存量と濃度の分布 133Cs の個体

総量は 2,010 μg であった。うち葉に８％，事故後枝に

３％，事故前枝に 11％があった。幹が約６割，根が２割

を占めた。濃度は根皮が濃く（229 μg d-kg-1），ついで

葉が濃かった（114 μg d-kg-1）。根材や幹，枝はより薄

かった（６～76 μg d-kg-1）。また，外樹皮，内樹皮，材

の順に濃度が下がる傾向があった。 

137Cs の個体総量は 258,000 Bq であった。うち葉に

３％，事故後枝に２％，事故前枝に 14％があった。幹が

約６割，根が２割を占めた。濃度は事故前から存在して

いた幹や枝の外樹皮で高かった（21,900～77,800 Bq d-

kg-1），ついで高かったのは根皮（9,940 Bq d-kg-1）や葉

（4,820 Bq d-kg-1），果序（8,870 Bq d-kg-1）であった。

根材と幹や枝の他の部位はより低かった（240～3,710 

Bq d-kg-1）。また，外樹皮，内樹皮，材の順に濃度が下が

る傾向があった。 

事故前幹・枝の外樹皮の 137Cs が高濃度である理由は，

事故時に直接付着した 137Cs の一部が樹皮に残存してい

るからであろう。137Cs 濃度が外樹皮，内樹皮，材の順に

下がることは，外樹皮に付着した 137Cs が表面吸収され

て髄方向に拡散し，内樹皮や材の濃度を上昇させている

ことを想わせる。しかし，同じ傾向が 133Cs でも認めら

れるので，そうではない可能性がある。 

4．137Cs/133Cs 濃度比の分布 個体全体の 137Cs/133Cs

濃度比は 129 Bq µg-1であった。部位間で比べると，137Cs

と 133Cs の濃度は概ね正の相関関係にあった（図－３）。

細かく見ると，濃度比は，事故時に存在し外気に曝され

ていた部位の幹，枝の外樹皮で目立って大きく（547～

1,210 Bq µg-1），リター（400 Bq µg-1）なみの値であっ

た。137Cs が事故後に転流でもたらされたと考えられる

葉，当年枝の外樹皮・材，事故前からの幹の心材，根の

皮や材では小さかった。中間は事故後の枝（>１y）の外

樹皮と，全ての内樹皮（当年枝～幹），枝材（当年枝～事

故前枝），幹辺材であった。 

事故後に 137Cs が転流でもたらされたと考えられる部

位だけで比べると，根と葉の 137Cs/133Cs 濃度比の小ささ

が目に付く。今後，生態系内での平衡に向けて 137Cs の

移行が進むにしたがい，根や葉の 137Cs/133Cs 濃度比が大

きくなり，137Cs 濃度が上昇していく可能性もある。 

 

図－３.  133Cs 濃度と 137Cs 濃度の関係 
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